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 同様な方法で,アリルシクロペンタジエニルジメチルゲルマン(32)の低圧熱分解によってゲ
 ルマフルペン33を発生させた。捕捉剤の存在しない条件ではゲルマフルペンの2量体が生成した。
 ゲルマフルペンの2量体も,シラフルペンの2量体と同様に,結晶では34a,溶液では34aと34b
 の平衡混合物として存在する。シラフルペンの2量体3捻と31b,およびゲルマフルペンの2量
璽郵担塑
 難3軌σ卿3%
～～
 体34aと34bは,それぞれ1,5-Si転位および1,5-Ge転位によって相互変換しており,相互変
 換過程を動的NMRスペクトルの研究から考察した。
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 論文審査の結果の要旨
 坂場裕之提出の論文は全5章(英文)からなる。第1章では7一シラノルボルナジエン誘導体
 の合成について述べているが,この化合物は多大の興味を持たれていたにもかかわらず合成され
 ていなかったものを,注意深い実験によって初めて単離に成功した経過と,得られた化合物の性
 質について述べ,本論文の出発点となっている。更に無量換の化合物やゲルマニウム類縁体の合
 成についても述べている。
 第2章では7一シラノルボルナジエン誘導体および関連化合物の29SiNMRの研究について
 の記述である。7一シラノルボルナジエンのケイ素はδ80ppm付近に異常に低磁場に29Sl化学
 シフトを示す。その観察は興味深いものであるが,CNDO/2法など理論計算によってその原
 因を追求した。
 第3章はベンゾー7一シラノルボルナジエン誘導体の酸化によるエポキシド生成と熱分解につ
 いて述べている。興味深いことにシラノン中開体を縷た証拠をあげている。
 第4章ではジシラニルシリレンのシリルジシレンおよび関連反応性中間体への転位について述
 べている。反応条件の検討など詳細な実験によって,従来各研究者間に見解の不一致のあった,
 シリレンーシレン転位反応を見事に解明した。
 第5章では6・6一ジメチルー6一シラフルペンおよび6,6一ジメチルー6一ゲルマフルペンと
 いう興味深い化合物の合成と,速やかな2量化について述べている。生成物の同定と反応過程を
 蟹MRを用い詳細に検討した。
 本論文はシリレンの前駆体である7一シラノルボルナジエン誘導体を初めて合成し,その熱分
 解により発生するシリレンについて詳細に研究してこの領域の化学の進展に資する所大なるもの
 がある。この結果は本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって坂場裕之提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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